
これまでLT振り返り
何が人気の話題？
ぶんちん

2024年9月5日
データサイエンティスト集会 in VRC
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自己紹介 ぶんちん

 複合経営が特徴の企業（重厚長大製造業）に所属

 データ分析担当者だったが。。。

eラーニングのイラスト（男性）

困った顔で働く会社員のイラスト（男性）

成果獲得を狙うと、
同じことに繰り返しで

飽きた
他者にやらせたら、
成果が増えるのでは

特に非専門家向けのDS教育
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https://4.bp.blogspot.com/-tU8uNcU8ZDc/Wc8fn8-YGtI/AAAAAAABHHI/YQ9cTvsXzpMSZunR3oOVzqhhGg6iKeVQQCLcBGAs/s800/internet_school_e-learning_man.png
https://3.bp.blogspot.com/-VkaXRdIAzRU/WUdYwLM2msI/AAAAAAABE_E/Ob4pV2KxYAUvnkvQDhtTdY-lWeZWWbTkACLcBGAs/s800/kaisya_komaru_man.png


これまでのVRChatでのLT資料

 2023年5月18日のDS集会からLT開始

 公開可能なLT資料だけで今回で15回目

 一部を除いてSpeaker Deckにて資料
を公開中
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view数から人気の分野を振り返り
＜２０２４年９月４日時点＞



これまでのLTカテゴリ

データ分析ツールの紹介

初心者向け データサイエンス業務の進め方

人材育成

書籍紹介

製造業における品質不良の要因分析
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VIEW数の最も多いカテゴリ

データ分析用ソフトの紹介
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なぜか入門編よりも機能紹介の方が圧倒的なview数
私が知る限り、紹介した機能の日本語資料が他にないから？



次にVIEW数の多いカテゴリ

人材育成
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VIEW数の少ないカテゴリ

 書籍紹介
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「データサイエンス業務の進め方」は？

回によってバラツキが大きい
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まとめ

ツールといった技術的な内容の人気が高いものの、
書籍への関心は低め

独自コンテンツは強い

意外に教育分野の人気がある？
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ビジネス

エンジニア

リング
サイエンス

今後もLTは継続していきます
製造業のビジネス領域に特化しているので、
要望に合わせた内容のLTも対応していきたい
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